
































                                                        
* 永富千幸：広島大学大学院文学研究科在籍。 
 





















































































鳥道盤空上 鳥道 盤空の上 








問君西遊何時還 君に問う 西遊して何れの時にか還ると 







































































遠岬光中濃淡樹 遠岬 光中 濃淡の樹 
斜陽影裏往来船 斜陽 影裏 往来の船 
（「君山祠」周岳秀） 
 
古木陰森大堤上 古木 陰森 大堤の上 










白雲出岫時巻舒 白雲岫を出でて 時に巻舒し 






































































俗史求工形似間  俗史は 工を形似の間に求む  



































窮山深谷別為天 山を窮め 谷深く 別に天を為し 

















 骨に徹って 暁 稜稜たり 
山到信州青万層 山 信州に到って 青 万層な 





































万嶽千峰欲圧頭 万嶽千峰 頭を圧せんと欲す 







永富千幸 「岐蘇雑詩三十首」小考 ―「写生」との関わりについて― 
17 
 
詩・『全宋詩に用例は無く、日本漢詩に 3 例ある。 
 
其二十九 
















































































































永富千幸 「岐蘇雑詩三十首」小考 ―「写生」との関わりについて― 
19 
 
指点前峰留客坐 前峰を指点して 客を留めて坐し 


























1.新聞『日本』（明治 27年 8月 8日）講談社版『子規全集 第四巻 俳論俳話 1』P.119 
2.スペンサーの『文体論』については、1924年 D.Appleton and Companyが刊行した  
Philosophy of style：an essayに依る。 
3.新聞『日本』（明治 25年 5月 27日）講談社版『子規全集 第十三巻 小説 紀行』P.476 
4.新聞『日本』（明治 30年 3月 21日）講談社版『子規全集 第四巻 俳論俳話 1』P.503. 
【引用・参考文献】 
川本皓嗣（1991・11・29）『日本詩歌の伝統』岩波書店 
正岡子規（1976・7・20）「漢詩稿」『子規全集 第八巻 漢詩新体詩』講談社 
正岡子規（1976・3・18）「富士のよせ書三」『子規全集 第二〇巻 研究編著』講談社 









『菅茶山『黄葉夕陽村舎詩集』索引』木村守 尹小林編 白帝社 
 
 
 
【参考資料】 
『日本漢詩 第一、二、三、四輯』（2009）（有）凱希メディアサービス 
『全唐詩』（2004）「雕龍」古籍全文検索叢書シリーズ⑤（有）凱希メディアサービス 
『全宋詩』「全宋詩分析系統」北京大学文献数拠分析研究中心、北京燕歌行科技有限公司 
